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決算説明会質疑応答 

 

 

Ｑ．ＨＤＤサスペンションの今年度計画数量１,１５７百万個の拠点別および四半期別の内

訳を教えて欲しい。 

Ａ．拠点別：日本 ４８２百万個、中国 ２１８百万個、タイ ４５７百万個 

四半期別：第１四半期 ２５４百万個、第２四半期 ２７６百万個 

第３四半期 ３０５百万個、第４四半期 ３２２百万個 

 

Ｑ．ＤＤＳ事業の設備投資と減価償却費の０９年度実績と１０年度計画は。 

Ａ．０９年度実績：設備投資 ５０億円、減価償却費 ７０億円 

１０年度計画：設備投資 ６３億円、減価償却費 ７３億円 

 

Ｑ．ＨＤＤサスペンションのサイズ別内訳の０９年度実績と１０年計画は。 

Ａ．０９年度実績：ディスクトップ５２％、モバイル４４.６％、サーバー３％、他 

１０年度計画：ディスクトップ４５％、モバイル５０％、サーバー４.８％、他 

 

Ｑ．ＨＤＤサスペンションのシェアが５０％を超える過程で、客先（日系・外資系）の構成

の変化をどう考えているか。背景も含めて教えて欲しい。  

Ａ．全ドライブメーカーと取引があるので、優先する客先は考えていない。全ての客先から

受注を増やすことを考えている。 

 

Ｑ．ＤＤＳ事業の金額ベースでの開示はないが、金額ベースでの伸び率、単価変動のイメー

ジを教えて欲しい。また、ＤＳＡ（デュアル・ステージ・アクチュエーター）の出荷数

量および平均単価に与えるインパクトはどうか。  

Ａ．金額ベースでは開示していない。既存品の単価は今までと同じように下がる傾向にある。

ＤＳＡは部品が増えるので単価も上がる。ＤＳＡの１０年度の出荷数量は約５,０００

万個を計画している。 

 

Ｑ．１０年度計画の営業利益増減要因分析はないのか。  

Ａ．作成していない。 

 

Ｑ．今年度、ＨＤＤサスペンションのマーケットシェア５０％を目標にしているが、中長期

的に何％位まで上昇する可能性があるのか、見方を教えて欲しい。  

Ａ．まずは５０％を達成してから考えたい。この席では具体的な数値は言えない、今後の動

向を踏まえて数値を決定したいと考えている。 

 

Ｑ．原材料高の影響は、今年度の計画にどのように織り込んでいるか。 

Ａ．主に自動車関連になるが、原材料高は単価反映を前提としているため、影響はないもの

として織込んでいる。 
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Ｑ．シートの米国・中国の新拠点は、２～３年以内に具体化することが視野に入った段階な

のか、それとも今後の状況をみてから検討を進めていく段階なのか。 

Ａ．既に具体的な検討に入っている。ここで詳細は開示できないが、２～３年以内と考えて

いる。米国の方が先に立ち上がり、中国はその後になる。 

 

Ｑ．ニッパツのシートビジネスはフレームとコンプリートで展開が違ってくるが、米国と中

国の新拠点はコンプリートをやると考えて良いか。 

Ａ．シートは最終的にコンプリートまでやらないと利益に結びつかない。米国・中国ともコ

ンプリートで考えている。 

 

Ｑ．懸架ばね事業で、中国・インド・ブラジルなどでは能力を増強して、受注を獲得してい

く方向だと思う。一方で、国内の乗用車向けとトラック向けの稼働率の状況はどうか。

また、余剰があればどう活用するか、あるいは削減するか、展望を聞かせて欲しい。  

Ａ．乗用車向けは、稼働率が８０～８５％でやや低いといったところである。トラック向け

の稼働率は非常に低い。トラックは日本での伸びは考えられないが、海外が増えていく

ので、国内と海外のバランスをとりながら、国内のリストラを考えなければならない。 

 

Ｑ．ＨＤＤサスペンションで、ＤＳＡは量産立上げが難しいとの話があったが、従来品と比

べ、作り方でどこが違っていてどこが難しいのか。 

Ａ．既に量産は立ち上げている。今後は数量が増える中で、いかに安定的に生産するかとい

うことになる。ピエゾ・接着剤を始めて扱うため難しさがあった。ただし、コンペチタ

ーと比べると、問題に対して既に対策を打っているので、一日の長は有していると考え

ている。 

 

Ｑ．ファクトブックのセグメントの新旧の違いは何か、具体的に説明して欲しい。 

Ａ．２０１０年度から、マネジメントアプローチにより、社内で管理しているセグメントを

開示するように規程が変更されたため、見直しを行なった。日発販売・日発運送を各セ

グメントに分けていたものを、産業機器他事業に移動した。また、産機事業部で扱って

いる製品（金属ベースプリント配線板、ろう付製品など）で、従来は精密部品事業に分

類していたものを、産業機器他事業に移動した。 

 

Ｑ．主要カーメーカー別売上構成比は、ばねとシートを合わせた全体の売上構成比か。 

Ａ．ばね・シート・精密の売上の合計を使っている。 

 

Ｑ．精密分野でＨＤＤサスペンションに続く新製品を開発しているか。 

Ａ．今後の世界的な伸びが期待されるＥＶ（電気自動車）向けのキーパーツを開発している。

詳細は開示出来ないが、客先と具体的な案件を進めている。 

 

Ｑ．ＨＤＤサスペンションで、ＤＳＡの顧客の広がりをどうみているか。 

Ａ．ＤＳＡは全ての客先からは検討依頼が来ている。将来的にはＨＤＤはＤＳＡ移行してい
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くと考えている。２０１３年度には３０％程度がＤＳＡになるのではないかと予想して

いる。 

 

Ｑ．サスカウントの上昇の理由として、高容量化と歩留要因があると説明があったが、どち

らの影響が大きいのか。 

Ａ．今年度のサスカウントは上昇すると予想したが、趨勢的にサスカウントは減少する方向

と見ている。今回の上昇は高容量化の影響が大きいのではないかと考える。 

 

 

2010 年 5 月 18 日開催 

以上 


